
1．予算編成方針
1）入会金収入は各支部予算で計上された新規入会数、再入会数を積み上げ、会費収入は今年度末の会員数で計上します。
2）�2024 年度は、コロナ禍による活動制限から完全に脱し、多くの会員が参加し、リアルに学び合う活動に取り組む予算
編成とします。

3）�本部事業の柱である社員教育や共同求人活動など、会員の企業体質強化のための活動を引き続き推進します。また、
行事へのオンライン参加も呼び掛けるなど、会合の増収にも取り組みます。

4）�財政検討プロジェクトの答申を踏まえて、①本来の活動を制限・萎縮させないように配慮しながら、経費の見直しを
進め、業務の効率化にも取り組みます。②事務局の人材確保に努め、事務局員のベースアップを含め待遇改善を織り
込みます。

2．概要
1）�経常収入計は 475,128 千円、前年度予算対比で 3,803 千円増、経常費用計は 479,912 千円、前年度予算対比で19,534
千円減となり、当期経常増減額は 4,783 千円の減となりましたが、最終の一般正味財産増減額は 3,653 千円の赤字予
算となりました。

2）�昨年度は事務局員の退職金の支払い 24,600 千円を計上していましたが、今年度は1,130 千円の見込みとなっています。
支部や部会の周年事業などのため、本部や3つの支部会計単位で赤字予算となりました。

3．主な積算内容
（1）経常収益の部
㋐�入会金収入は、各支部予算で計上された新規入会数 454 名、再入会数 5名を積み上げ、会費収入は 2024 年 3月末
の会員数 5,605 名で算出しました。
㋑�事業収入は、例会などの「学び合い活動」及び社員教育、共同求人活動収入に係る各支部と本部予算を積み上げた
ものです。共同求人活動で求人誌の発行、学内説明会が増えることや各支部の対面での会合開催の増加を加味して、
事業収入全体では、前年度予算比 9,754 千円増となりました。
㋒�受託事業収入は、札幌支部が札幌市から受託した605 千円規模の障がい者雇用啓発事業の実施を計上しました。

（2）経常費用の部
㋓�人件費は、昨年度より1名減の 53名（常勤役員・パートを含む）分で積算しました。賞与は基本給の 2.5カ月分の
支給を予定しています。処遇改善ではパート職員を除いて一律 5,000 円のベースアップを行い総合職の初任給を
190,000 円としました。パート職員の時間給は 40円増としました。その結果、事務局員平均で 3.7％の賃上げとなり
ました。しかし人件費総額では昨年度定年退職者に支払った退職金支出がないため前年度予算比で 24,934 千円減と
なりました。
㋔�会合費等は共同求人活動、道研など積極的な活動を想定し前年度予算比で 2,337 千円増となりました。
㋕�通信費・情報システム整備費は、会員への案内や会費の請求を郵送からオンラインに随時切り替えていることから前
年度予算比1,808 千円減となりました。
㋖�印刷費は、共同求人活動で求人誌の掲載企業が多くなったことなどから前年度予算比 3,332 千円増となりました。
㋗�租税公課は、活動費に応じた消費税を予定し、前年度予算比 429 千円増となりました。

⃝2024年度予算（案）
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